
 
                               平成３０年５月３０日 

九 州 地 方 整 備 局 

福 岡 管 区 気 象 台 

全国初の取組！ 

地方整備局と管区気象台の組織的な連携体制を構築！ 
～頻発する災害への対応を強化～ 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

１）「九州地方整備局・福岡管区気象台防災連絡会」の設置【別紙－１】 

  九州地方整備局と福岡管区気象台からなる連絡会を設置し、災害時と平常

時における連携体制の強化を図ります。 

 このような、地方整備局と気象台の組織的な連携は全国初となります。 
 
２）従来の取組のレベルアップ 

  現状における連携した各種取組等の更なるレベルアップを目指し、具体の

方策について検討します。 
 
３）新たな取組について 

  新たに連携する取組について、調査・研究を行います。 
 
○今回の取組について九州地方整備局と福岡管区気象台共同で説明を行います。 
 
・日時：平成３０年５月３１日（木）１４：００～１５：００ 
・場所：九州地方整備局防災対策本部室（福岡第二合同庁舎８階） 
    福岡市博多区博多駅東２丁目１０－７ 
・出席申し込み： 

説明会へ出席を希望されますマスコミ関係者の方は、３１日の 
１１:００までに別紙により申し込みをお願いします。 

・備考：大雨等の気象状況等により防災体制をとる場合には説明会を中止する 
場合があります。その際は、その旨記者発表するとともに事前に申し 
込み頂いた方には個別にご連絡いたします。 

 

【問い合せ先】 

九州地方整備局 企画部 防災課長     中村 星剛 

防災課長補佐   伊藤 康弘   TEL092-476-3544 

福岡管区気象台 総務部 業務課長     重野 伸昭   

            業務課防災調整官 別府 寿男 TEL092-725-3603 

○九州では豪雨災害、火山災害、土砂災害など、様々な災害が頻発

しています。また、冬期には積雪による交通障害が発生している

状況にあります。 

○頻発するさまざまな災害などに迅速かつ的確に対応するため、九

州地方整備局と福岡管区気象台では、更なる連携強化に向けた取

組を行います。 



（別紙） 

 説 明 会 出 席 申 込 書  
 

 

説明会へ出席を希望される方は、事前に申し込みをお願いします。 

FAX 送信期限：平成３０年５月３１日（木）１１：００まで 

FAX 送付先：国土交通省 九州地方整備局 企画部 防災課 伊藤・中島  宛 

FAX 番号：０９２－４７６－３４６７ 

 

※説明会にあたっての留意事項について 
１．当日、福岡第二合同庁舎正面（ＪＲ博多駅側）玄関ロビーにて受付をお願いします。 

２．会場内のカメラ撮りは可能です。 

３．社名入りの腕章を着用願います。 

４．係員の指示があった場合には、その指示に従って下さい。 

５．大雨等の気象状況等により防災体制をとる場合には説明会を中止する場合があります。 

 

◆報道機関名 

 

                                        

◆出席者の役職・氏名・連絡先 

  

１）代表者                                  

 

２）                                     

 

３）                                     

 

◆連絡先（代表者の連絡先・携帯番号等） 

 

                                   

 

 

（備考） 

  上記の「◆連絡先（代表者の連絡先）」には、説明会当日に連絡可能な連絡先を記入して下さい。 

  （説明会当日、大雨等の気象状況等により防災体制をとる場合に説明会を中止する際に連絡します。） 

 

 

 

 

 

 
 

【申し込みに関する問合せ先】 

九州地方整備局 企画部 防災課長補佐     伊藤 康弘 

防災課建設専門官 中島 忠 

TEL092-476-3544 



九州地方整備局と福岡管区気象台の組織的な連携体制の構築
～頻発する災害への対応を強化～

【目的】防災対応をより充実させることを目的に、九州地方整備局と福岡管区気象台の
更なる連携強化に向けた取組を推進。

◆「九州地方整備局・福岡管区気象台防災連絡会」を設置し、以下の取組を推進
①災害時と平常時における九州地方整備局と福岡管区気象台の連携体制の強化を図る。

(総括：事務局、 河川部会、道路部会、火山部会を設置）
②現状における連携した各種取組等の更なるレベルアップを目指し、具体の方策について検討。
③新たに連携する取組について、調査・研究を行う。

《組織体制（案）》

【河川部会】 【火山部会】

『九州地方整備局・福岡管区気象台防災連絡会』

別紙－１

【総括：事務局】

【道路部会】

連携のメリット

九州地方整備局の
情報収集力・機動力

福岡管区気象台の
気象に関する専門力

・災害時の地域への支援及び現地調査の迅速化
・避難に繋がる防災情報発信の的確性向上
・道路利用者へのきめ細やかな情報提供の実現




